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科学技術振興調整費におけるＰＤ・ＰＯ制度の導入

○科学技術振興調整費においては、「競争的研究資金制度改
革について」(平成15年4月21日総合科学技術会議)を踏ま
え、平成16年度公募から本格的にＰＤ・ＰＯ制度を導入

○現在の体制としては、
運営統括（非常勤ＰＤ） １名
プログラム主管（常勤ＰＯ） ５名
研究領域主管（非常勤ＰＯ） ２７名
となっている（平成17年1月20日現在）

○科学技術振興調整費においては、平成16年度より一部の事
務（審査、評価、課題管理等）を科学技術振興機構（ＪＳ
Ｔ）に委託しており、ＰＤ・ＰＯはＪＳＴに配置している

１



科学技術振興調整費におけるＰＤ・ＰＯの役割

プログラムディレクター（ＰＤ） プログラムオフィサー（ＰＯ）

（審査）（審査）

○審査委員候補者の推薦・調整

○一部の審査ＷＧの運営

○審査ＷＧ委員への情報提供・助言

（評価）（評価）

○評価委員候補者の推薦・調整

○評価ＷＧの運営

○評価ＷＧ委員への情報提供・助言

○メールレビューアーの推薦

○現地調査・メールレビュー等の実
施・とりまとめ

（課題管理）（課題管理）

○担当課題の進捗状況等の把握、研
究者との連絡調整、推進委員会等
への参画

○プログラムの見直し等の提言

○プログラムオフィサー間の調整

○文部科学省（審査部会）に提示する
採択課題候補案の決定

○文部科学省（研究評価部会）に提
示する評価結果案の決定

○ＰＤ・ＰＯ会議の招集
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審査・評価におけるＰＯの役割について

（評価）（審査）

ＰＯ ＷＧ委員 ＷＧ委員

○ＷＧ委員の選任（推薦）
○ヒアリングの留意点等を
作成し、ＷＧに報告

※審査部会は、ＰＯから提出された優先順位リ
ストを踏まえ、採択課題を決定。総合科学技
術会議の確認を経て 最終決定。

※評価部会は、評価結果についてＰＯから報告
を受け、最終的な評価結果を決定。総合科学
技術会議の確認を経て、プレス公表。

○ＷＧ委員の選任（推薦）
○課題の１次審査
（様式・趣旨等の確認）

○ＷＧのコメントを踏ま
え、優先順位を付けた
リストを作成し、審査
部会に提出（ＰＤ・Ｐ
Ｏ会議）

○書面審査の実施
○ヒアリング対象課題の決定
○ヒアリング審査の実施
○課題ごとのコメント作成

○ＰＯが作成する優先順
位リストについて確認

○ヒアリング評価の実施
○評価結果の決定

○評価結果をもとに評
価結果報告書（案）
を作成

○ＰＯが作成した評価
結果報告書（案）を
基に、ＷＧごとの評
価報告書を作成し、
ＰＯに提出

○評価結果を評価部会
に報告
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課題管理等におけるＰＯの役割について

○担当の課題について、その進捗状況を確認
・成果報告書等の確認
・研究運営委員会等への参画
・必要に応じて研究実施者への問い合わせ、現地調査の実施

○進捗状況を把握した上で、必要に応じて今後の進め方
等について助言

課題管理課題管理

○ＰＯとしての業務を踏まえ、制度運用に関する助言
・審査・評価の進め方
・課題管理の在り方

その他その他
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○ 各評価者は各課題毎に評価し、４段階に採点を行
う。コメントも付す。

評価基準
１．総合評点

以下の評定要素に着目しつつ、総合的な判断の
上、評点(判定できない場合を含む)を付ける。

２．評定要素

・研究の内容

・研究の必要性

・計画の妥当性

・研究体制の妥当性

等について、各プログラム毎に評価基準、評価項目

を設定し、審査部会にて確認。

年１回
12月～1月(H16)

研究申請書受理
各ＷＧの各委員が提案

書の内容を審査

書面審査（約１ヶ月）

科学技術振興調整費の審査・評価システム科学技術振興調整費の審査・評価システム科学技術振興調整費の審査・評価システム

○ 第一段審査の評価者の評点が記載さ

れた資料を用い、特に第一段審査の総
合評点に重点を置きつつ、総合的に評
価する。

○ 採択課題候補の決定。

○ ＰＯがＷＧの進行・とりまとめを実施。

○科学技術振興調整費審査部会及び研究評
価部会は科学技術・学術審議会の委員、臨
時委員により構成され、その構成員は研究
計画・評価分科会長が指名する。

○平成１６年度から、審査・評価に係る事務の
一部をＪＳＴに委託し、事務の効率化に努め
ている。

○部会の下に設置されるＷＧは、科学技術振
興機構（ＪＳＴ）に運営を委託する。

○ＷＧ委員は、学識経験のある者のうちから、
プログラムオフィサー（ＰＯ）が推薦し、部会
長が指名、 ＪＳＴが委嘱する。

研
究
費
交
付

審査結果を通知

研究申請者
（不採択者を含む）

研
究
開
発
の
実
施
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年 年 年 年 年

成果報告書（毎年）

対象プログラム 申請数 採択数 採択率％

競争的研究資金配分機関構築支援 1 1 100.0
重要課題解決型研究等の推進 283 15 5.3

80 14 17.5
32 3 9.4
76 18 23.7
76 9 11.8我が国の国際的ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの確保

平成１６年度科学技術振興調整費新規課題数等

産学官共同研究の効果的な推進

戦略的研究拠点育成

新興分野人材養成

評価者の選任

総合科学技術会議が毎年度
「科学技術振興調整費の配分
の基本的考え方」を決定

文部科学省

中間及び事後評価の実施
○中間評価：プログラムごとにあらかじめ定められた時期（３年目

等）に実施。

今後の研究の進め方（継続、見直し、終了）を評価。

○事後評価：当該実施課題等終了の翌年度に実施。
○ＷＧはＰＯが作成した留意点を踏まえヒアリング評価等を実施。

【評価者】 （H16実績）

各ＷＧ委員：１４９名

遺伝子･ゲノムＷＧ、医療･生化学ＷＧ、脳･神経ＷＧ、生物･生態ＷＧ、

情報･通信ＷＧ、地球環境ＷＧ、化学物質･リサイクルＷＧ、地震･防災

ＷＧ、有機･ライフ系機能材料ＷＧ、無機･金属系機能材料ＷＧ、基礎･

基盤ＷＧ、新興分野人材養成ＷＧ、戦略拠点･ＣＯＥＷＧ

科学技術・学術審議会研究・評価分科会科
学技術振興調整費審査部会及びその下に設
置される各ＷＧに属する各委員に提案書が
送付される。

【評価者】 （H16実績）

審査部会委員：１８名

各ＷＧ委員： ９４名

戦略拠点育成ＷＧ、政策課題関連ＷＧ、科
学技術人材養成ＷＧ、自然科学と人文・社
会科学融合人材養成ＷＧ、ライフサイエン
スＷＧ、情報・通信ＷＧ、環境・エネル
ギーＷＧ、社会技術ＷＧ、基礎基盤ＷＧ

ＷＧにおける審査

１回目 ２回目

書面審査の
結果をもとに、
ヒアリング実
施課題の絞
り込み

ヒアリング
審査を実施し、
採択課題候
補（案）リスト
を作成

最終成果報告書

プログラム評価（中
間及び事後）へ反映
（プログラムの評価
は総合科学技術会
議が実施）

審
査
部
会
に
よ
る
課
題
等
の
選
定

審査結果等につい
て、総合科学技術
会議が確認

科学技術振興調整費新規課題等の審査・評価体制

：科学技術振興調整費の配分のための
審査に係る調査審議を実施。

総合科学技術会議が毎年度
「科学技術振興調整費の配分
方針」を決定

文
部
科
学
省
に
よ
る
課
題
等
の
決
定

利害関係者の排除

○研究運営委員会

科学技術振興調整費により実施
する課題については、各課題ごとに
研究経験者等の外部有識者から構
成される（研究代表者等も含む）研
究運営委員会等を設置。当該委員
会では、研究課題の円滑な推進を
図るため、研究の厳密な運営管理
に必要な連絡調整を行うこととして
おり、プロジェクトの実施期間中、継
続的に運営することで、一貫した恒
常的な責任体制を確保している。

○審査要領において、評価者が
提案者の利害関係者である場
合は、審査に加わることができ
ない旨、規程。

科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会

：科学技術振興調整費により実施した課題等の
中間・事後評価、研究評価の在り方の検討及
び研究開発プロジェクトの評価に関する調査
審議を実施。

科学技術振興調整費審査部会

研究評価部会
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